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 要 旨 

 

目的：本研究は、アメリカ成人の禁酒者、非過飲酒者、および過飲酒者を対象に、大麻への見

解と使用の傾向を調べることを目的とした。 

方法：2002～2018年の「薬物使用と健康に関する全米調査」のデータを使用した（18歳以上

の米国成人、n＝664,152）。過去１カ月の大麻使用状況調査と、大麻不承認に関する質問「大

人がマリファナやハシシを 1、2回試していることをどう思うか？」の回答を得た（「強く不承

認」か「やや不承認、または承認も不承認もしない」）。飲酒状況は、自己申告により、過去 12

か月の“禁酒者”、昨年飲酒者のうち、過去 1か月の過飲酒が 1回以上あった者を“過飲酒者”、

ない者を“非過飲酒者”とした。米国疾病対策予防センターのガイドラインに沿って、調査調

整ロジスティック回帰分析により、人口統計学的要因をコントロールした調査年の大麻への

見解・使用との関連を調べた。 

結果：2002～2018年、大麻使用開始に「強く不承認」と回答したものの割合は、有意に減少

した（調整オッズ比[AOR]＝0.947，信頼区間[CI]＝0.945～948）。大麻使用率は、非過飲酒者

（AOR＝1.070，CI＝1.065～1.076）、過飲酒者（AOR＝1.039，CI＝1.035～1.042）、禁酒者

（OR＝1.099，CI＝1.088～1.111）で有意に増加し、この傾向は禁酒者で最も大きかった。2003

～2018年の大麻不承認と使用との関連は、禁酒者で変化がなく、非過飲酒者（2003-2006: AOR 

= 0.154, CI = 0.135-0.176; 2014-2018: AOR = 0.221, CI = 0.200-0.246）、過飲酒者（2003-

2006: AOR = 0.297, CI = 0.275-0.321; 2014-2018: AOR = 0.361, CI = 0.333-0.391）で弱まっ

た。 

結論： 2002～2018年、対象者の大麻使用に難色を示す割合は減少し、使用は増加した。大麻

不承認が使用に与える影響は、飲酒者で弱まったが、禁酒者で弱まらず、大麻使用の可能性が

高い者において、大麻の見解の影響が弱まっている可能性が示唆された。 

 


